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橋本宗吉大坂蘭学の創始者、
　　日本電気学の祖

時代を生きた先覚者たちシリーズ



　

宗
吉
（
宝
暦
13
（
一
七
六
三
）
年
〜
天
保
７
（
一

八
三
六
）
年
）
は
、
大
坂
蘭
学
の
創
始
者
と
し
て
、

ま
た
日
本
電
気
学
の
祖
と
言
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
那
賀
郡
荒
田
野
村
（
現
阿
南
市
新
野

町
）
に
生
ま
れ
な
が
ら
一
部
の
人
を
除
い
て
徳
島

県
で
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

子
ど
も
の
時
に
故
郷
を
追
わ
れ
る
よ
う
に
去
っ

た
こ
と
と
、
後
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い
を
か
け
ら

れ
て
交
際
の
あ
っ
た
人
た
ち
も
あ
え
て
宗
吉
の
こ

と
を
隠
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
安
芸
国
（
現
広

島
県
）
竹
原
（
現
竹
原
市
）
に
住
む
子
孫
も
務
中

氏
を
名
乗
り
あ
え
て
橋
本
姓
を
隠
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
の
蘭
学
者
の
中
で
は
一
流
の
学

者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

大
坂
蘭
学
の
創
始
者
と
し
て
、

ま
た
日
本
電
気
学
の
祖
と
言

わ
れ
た

時
代
を
生
き
た
先
覚
者
た
ち
自
然
豊
か
な
阿
南
の
地
で
、
武
骨
に
、
し
な
や
か
に
、
一
途
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
先
覚
者
た
ち
の
軌
跡
を
追
う
。

【
其
の
二
】  

橋は
し

本も
と 

宗そ
う

吉き
ち　

　

寄
稿　

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　

湯
浅 

良
幸 

さ
ん

橋本宗吉肖像画（武田科学振興財団　杏雨書屋所蔵）

シ
リ
ー
ズ



時代を生きた先覚者たち
Soukichi Hashimoto

崎
へ
赴
い
た
。

　

宗
吉
は
宝
暦
13
（
一
七
六
三
）
年
、
那
賀
郡
荒

田
野
村
（
現
阿
南
市
新
野
町
）
に
生
ま
れ
た
。
名

は
鄭て

い

、
字あ

ざ
な

は
伯
敏
、
通
称
は
宗そ

う

吉き
ち

と
言
っ
た
。
号

を
曇ど

ん

斎さ
い

と
名
乗
っ
た
の
は
寛
政
11
（
一
七
九
九
）

年
36
歳
の
時
だ
っ
た
。

　

祖
父
橋
本
丹
治
兵
衛
は
郷
士
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
苗
字
を
名
乗
れ
た
。
父
は
伊
平（
寛
政
６（
一

七
九
四
）
年
10
月
10
日
に
亡
く
な
っ
た
）。
実
母

は
新
屋
三
良
の
娘
（
詳
細
は
不
明
）
で
あ
り
、
伊

平
の
後
妻
隆
は
文
政
３
（
一
八
二
〇
）
年
２
月
17

日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

宗
吉
に
は
姉
は
ん
と
弟
伝
二
良
が
い
た
が
、
２

人
は
幼
少
時
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

父
伊
平
は
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
た
。
わ
ず
か

の
田
畑
を
売
り
払
い
幼
少
の
宗
吉
を
連
れ
て
浪
花

（
大
坂
）
へ
移
り
住
ん
だ
。

　

夜
逃
げ
同
然
の
伊
平
は
北
堀
江
の
木
屋
甚
兵
衛

を
頼
り
甚
兵
衛
の
裏
長
屋
に
住
み
、
傘
作
り
を
始

め
た
。
明
和
３
（
一
七
六
六
）
年
、
伊
平
は
甚
兵

衛
娘
隆
と
再
婚
し
た
。
４
、
５
歳
に
し
か
な
ら
な

か
っ
た
宗
吉
は
父
の
傘
作
り
を
手
伝
い
傘
の
紋
を

描
い
た
。
紋
の
出
来
栄
え
が
よ
か
っ
た
の
で
評
判

に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

宗
吉
は
天
明
６
（
一
七
八
六
）
年
、
23
歳
の
時

満
と
結
婚
（
文
化
８
（
一
八
一
一
）
年
７
月
22
日

亡
く
な
っ
た
）、
文
化
10
（
一
八
一
三
）
年
播
磨

国（
現
兵
庫
県
）平
野
郷
松
原
屋
六
兵
衛
妹
幸（
文

政
13
（
一
八
三
〇
）
年
７
月
20
日
亡
く
な
る
）
と

再
婚
し
た
。

　

蘭
学
は
江
戸
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
し
て
西

洋
の
学
術
・
文
化
・
技
術
・
知
識
な
ど
を
わ
が
国

へ
伝
え
ら
れ
た
。
は
じ
め
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳

が
医
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
医
術
が
主
で
あ
っ
た
。

や
が
て
薬
学
・
天
文
学
・
暦れ

き

学が
く

等
を
学
ぶ
人
が
ふ

え
た
。
幕
末
に
は
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ

語
を
学
ぶ
人
が
ふ
え
蘭
学
は
洋
学
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
、
宣
教
師
や
信

者
を
弾
圧
し
た
。
や
が
て
国
外
へ
追
放
し
始
め
、

寛
永
10
（
一
六
三
三
）
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
国

外
へ
追
放
し
始
め
た
。
幕
府
の
許
可
し
た
船
し
か

外
国
へ
渡
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
そ
し
て
貿
易
は

平
戸
と
長
崎
に
限
ら
れ
た
。

　

寛
永
13
（
一
六
三
六
）
年
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
を
隔
離
す
る
た
め
長
崎
に
人
工
島
出
島
を
築
い

た
。
寛
永
16
（
一
六
三
九
）
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
を
国
外
に
追
放
、
寛
永
18
（
一
六
四
一
）
年
平

戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
出
島
へ
移
し
た
。
し
か
し
、

オ
ラ
ン
ダ
人
の
自
由
な
外
出
を
許
さ
な
か
っ
た
。

外
国
と
の
交
流
を
鎖と

ざ

す
（
鎖
国
令
）
こ
と
が
幕
府

の
方
針
と
な
り
、
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。
外
国

の
情
報
や
物
資
は
出
島
だ
け
し
か
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
西
洋
医
学
を
学
ぶ
人
た
ち
は
競
っ
て
長

宗
吉
母
方
ノ
祖
父
・
阿
州
橘
浦

新
屋
八
三
良

圓
岳
宗
深
居
士

（
安
永
九
年
二
月
十
三
日
没
）

宗
吉
母
方
ノ
祖
母

　
　
お
り
き

貞
玉
妙
譽
信
女

（
天
明
八
年
四
月
二
十
日
没
）

阿
州
荒
田
野
郷
士
・
宗
吉
父
方
ノ
祖
父

橋
本
丹
治
兵
衛

中
達
諦
道
信
士

（
安
永
五
年
十
二
月
十
六
日
没
）

橋
本
丹
治
兵
衛
子
・
宗
吉
父

橋
本
伊
平

交
譽
感
應
道
説
信
士

（
寛
政
六
年
十
月
十
日
没
）

宗
吉
後
妻
・
摂
州
平
野
郷
松
原
屋
六
兵
衛
妹

　
幸

得
譽
文
学
智
舜
禅
尼

（
文
政
十
三
年
七
月
二
十
日
没
）

橋
本
丹
治
兵
衛
孫
・
秀
平
養
父

橋
本
宗
吉

尭
譽
文
雄
天
眞
居
士

（
宝
暦
十
三
年
生
・
天
保
七
年
五
月
一
日
没

享
年
七
十
四
）

し
ま

智
音
童
女

（
寛
政
十
年
三
月
二
十
日
没
）

い
く

智
觀
童
女

（
寛
政
十
二
年
七
月
二
十
七
日
没
）

環
藏

智
恭
童
子

（
享
和
三
年
九
月
二
十
三
日
没
）

き
ぬ

惠
讀
童
女

（
享
和
三
年
十
月
六
日
没
）

そ
め

穐
露
童
女

（
文
化
八
年
七
月
十
四
日
没
）

秀
平
先
妻

　
光

妙
教
信
女

（
文
化
三
年
生
・
天
保
十
三
年
六
月
十
日
没

享
年
三
十
七
）

務
中
徳
左
衛
門
貴
定
ノ
長
子
・
橋
本
宗
吉
養
子

橋
本
（
務
中
）
秀
平

釋
雙
柳

（
寛
政
十
年
生
・
明
治
三
年
五
月
一
日
没

享
年
七
十
三
）
　

宗
吉
先
妻

　
満

智
億
賓
樹
信
女

（
文
化
八
年
七
月
二
十
二
日
没
）

伊
平
娘
・
宗
吉
姉

は
ん

穐
光
童
女

（
宝
暦
十
二
年
八
月
六
日
没
）

伊
平
妻
・
宗
吉
母
・
甚
兵
衛
娘

　
隆

眞
譽
應
聲
智
現
信
尼

（
文
政
三
年
二
月
十
七
日
没
）

伊
平
子
・
宗
吉
弟

傳
二
良

了
圓
童
子

（
明
和
四
年
七
月
十
四
日
没
）

（
宗
吉
実
母
？
）

　
釋
妙
應

丹
治
兵
衛
妻
・
宗
吉
父
方
ノ
祖
母

了
雲
智
角
信
女

（
宝
暦
八
年
五
月
十
三
日
没
）

木
屋
甚
兵
衛

演
耀
説
音
信
士

（
明
和
二
年
六
月
二
十
六
日
没
）

甚
兵
衛
妻

　
　
菊

妙
譽
栄
音
信
尼

（
明
和
四
年
八
月
九
日
没
）

【
橋
本
家
系
譜
】（
原
田
裕
司
さ
ん 

作
成
）
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宗
吉
は
、
人
に
頼
ん
で
実
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。

や
り
方
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

大
き
な
松
の
木
の
上
に
松ま

つ

脂や
に

を
詰
め
た
桶
を
結

び
付
け
、
そ
れ
に
棒
を
差
し
込
み
、
棒
の
先
に
針

金
を
長
く
下
げ
、
下
に
松
脂
を
詰
め
た
箱
の
台
を

置
い
た
。
や
が
て
雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
る
の
で
一
人

が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
針
金
の
一
端
を
持
ち
台
上

に
立
ち
、
も
う
一
人
は
大
地
に
立
っ
て
互
い
に
指

を
出
し
合
っ
て
お
っ
た
。
す
る
と
指
先
か
ら
火
花

（
ス
パ
ー
ク
）
が
出
て
確
か
に
雷
は
エ
レ
キ
テ
ル

に
違
い
な
い
実
験
が
出
来
た
。

　

宗
吉
は
蘭
書
に
よ
っ
て
手
さ
ぐ
り
で
実
験
を
し
、

蘭
書
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

文
化
10
（
一
八
一
三
）
年
、『
蘭
科
内
外
三
方
典
』

６
冊
を
出
版
。

　

こ
の
年
、
松
原
屋
六
兵
衛
妹
幸
と
再
婚
し
た
。

　

文
政
４
（
一
八
二
一
）
年
、
５
カ
年
間
に
わ
た

り
『
医
書
宝
函
』
６
巻
ま
で
を
出
版
し
た
。

　

宗
吉
は
天
明
７
（
一
七
八
七
）
年
、
24
歳
の
時
、

蘭
学
者
（
医
師
）
小
石
元
俊
に
入
門
し
た
。
宗
吉

の
勉
強
ぶ
り
は
近
隣
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
才
能
を
買
わ
れ
、
豪
商
間　

重
富
（
天
文
学

を
勉
強
し
て
い
た
）
ら
の
援
助
を
受
け
て
江
戸
へ

遊
学
し
た
。
寛
政
６
（
一
七
九
四
）
年
有
名
な
蘭

学
者
大
槻
玄
沢
に
入
門
し
た
。
玄
沢
は
杉
田
玄
白

の
弟
子
で
、
前
野
良
沢
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん

で
い
る
。

　

宗
吉
は
わ
ず
か
２
カ
月
で
単
語
４
万
語
を
覚
え
、

４
カ
月
で
『
蘭
学
階
梯
』『
蘭
語
草
稿
』
を
習
得

し
た
と
言
わ
れ
る
。
同
年
浪
花
へ
帰
っ
て
か
ら
天

文
学
・
地
理
・
医
学
の
翻
訳
に
と
り
か
か
っ
た
。

　

寛
政
６
（
一
七
九
四
）
年
に
は
、
父
伊
平
が
亡

く
な
っ
た
。

　

寛
政
９
（
一
七
九
七
）
年
５
月
、
浪
花
で
初
め

て
の
蘭
学
塾
絲
漢
堂
を
開
き
、
内
科
と
外
科
を
看

板
に
掲
げ
た
。

　

寛
政
10
（
一
七
九
八
）
年
に
は
、
師
小
石
元
俊

の
指
導
の
も
と
人
体
解
剖
に
立
ち
会
い
、
各
臓
器

の
オ
ラ
ン
ダ
名
を
記
録
し
て
い
る
。

　

こ
の
年
、
絲
漢
堂
に
は
80
人
の
門
弟
が
集
ま
っ

て
い
る
。
阿
波
か
ら
も
麻
植
郡
山
崎
村
（
現
吉
野

川
市
）藤
田
顕
蔵
、美
馬
郡
舞
中
島
村（
現
美
馬
市
）

三
宅
速
水
、
阿
波
郡
市
場
村
（
現
阿
波
市
）
玉
井　

民
ら
が
入
門
し
て
い
る
。

　

寛
政
11
（
一
七
九
九
）
年
に
は
、曇
斎
と
名
乗
っ

た
。
当
時
、
宗
吉
は
蘭
学
者
と
し
て
は
そ
う
そ
う

た
る
存
在
で
、「
蘭
学
者
相
撲
番
付
」
で
西
小
結

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
勧
進
元
は
大
槻
玄
沢
。
こ

の
番
付
に
は
横
綱
・
大
関
は
な
く
関
脇
に
稲
坂
三

泊
・
山
村
才
助
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

寛
政
12
（
一
八
〇
〇
）
年
に
は
、
女
体
の
解
剖

を
指
導
し
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
宗
吉
の
名
は
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
、『
西
洋
産
育
手
術
全
集
』
を
執
筆
し

て
い
る
。

　

文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
41
歳
の
時
、
製
薬
処

方
・
治
療
を
網
羅
し
た
『
蘭
科
、
内
外
科
三
法
文

典
』
２
冊
を
出
版
し
た
。

　

同
８
（
一
八
一
一
）
年
に
は
妻
満
を
亡
く
し
た
。

ま
た
こ
の
年
、『
阿
蘭
陀
始
制
エ
レ
キ
テ
ル
究
理

原
』
を
完
成
、『
エ
レ
キ
テ
ル
訳
説
』
を
書
い
て

い
る
。

　

宗
吉
は
エ
レ
キ
テ
ル
（
電
気
）
の
実
験
を
行

い
『
エ
レ
キ
テ
ル
究
理
原
』
を
著
し
た
。
こ
の
本

は
わ
が
国
初
め
て
の
実
験
電
気
学
の
著
書
で
あ
る
。

こ
の
業
績
に
よ
り
「
日
本
電
気
学
の
祖
」
と
言
わ

れ
た
。

絲漢堂跡（大阪市中央区南船場３丁目）

『阿蘭陀始制エレキテル究理原』（複製）　
個人蔵（大阪市立科学館提供）
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時代を生きた先覚者たち
Soukichi Hashimoto

　

と
こ
ろ
が
、大
槻
如
電
が
明
治
10
（
一
八
七
七
）

年
に
発
行
し
た
『
日
本
洋
学
年
表
』
で
は
宗
吉
は

文
政
12
（
一
八
二
九
）
年
刑
死
し
た
と
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
如
電
が
林　

洞
海
か
ら
聞
い

た
と
の
い
わ
く
つ
き
で
あ
る
。

　

明
治
10
（
一
八
七
七
）
年
に
な
っ
て
も
こ
の
よ

う
な
本
が
出
て
い
る
か
ら
、
事
件
当
時
宗
吉
と
つ

な
が
り
の
あ
っ
た
人
た
ち
は
宗
吉
の
こ
と
を
語
ら

ず
門
人
た
ち
も
宗
吉
に
つ
い
て
の
記
録
を
焼
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
宗
吉
の
業

績
が
隠
さ
れ
た

こ
と
は
う
な
ず

け
る
。
子
孫
と

て
同
様
だ
っ
た
。

　

宗
吉
の
墓
は

大
阪
上
本
町
念

仏
寺
・
竹
原
市

照
蓮
寺
に
あ
る
。

　

昭
和
10
（
一

九
三
五
）
年
５

月
11
日
、
宮
内

省
は
宗
吉
に
正

五
位
を
追
贈
し

て
い
る
。

参
考
文
献

古
川
良
夫
作
成
「
橋
本
曇
斎
（
宗
吉
）
の
年
表
と

背
景
」

「
大
阪
史
説
会
報
」
第
４
号

　

文
政
10
（
一
八
二
七
）
年
、門
弟
藤
田
顕
蔵
（
阿

波
出
身
）
が
大
坂
町
奉
行
所
に
逮
捕
さ
れ
た
。
こ

れ
が
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
発
端
と
な
り
同
年
６
月

宗
吉
も
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
厳
し
い
取
り
調

べ
を
受
け
た
。

　

こ
の
年
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
帰
国
し
た
。
乗
っ
て

い
た
船
が
暴
風
雨
に
あ
っ
て
難
破
し
た
。
こ
の
時
、

幕
府
天
文
方
高
橋
景
保
か
ら
も
ら
っ
た
『
日
本
沿

海
輿
地
全
図
』
が
発
見
さ
れ
た
。
文
政
９
（
一
八

二
六
）
年
、シ
ー
ボ
ル
ト
が
浪
花
へ
来
た
時
、会
っ

た
蘭
方
医
２
、
３
人
も
逮
捕
さ
れ
た
。

　

宗
吉
は
取
り
調
べ
を
受
け
た
が
、
疑
い
は
晴
れ

た
。
当
時
、
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
追
及
は
厳
し
く
、

い
っ
た
ん
疑
い
を
か
け
ら
れ
る
と
完
全
に
疑
い
が

晴
れ
る
ま
で
監
視
さ
れ
た
。

　

文
政
11
（
一
八
二
八
）
年
７
月
以
降
、
宗
吉
が

キ
リ
シ
タ
ン
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
蘭
方
医
た

ち
は
絲
漢
堂
に
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

　

文
政
10
（
一
八
二
七
）
年
９
月
、養
子
の
秀
平
・

光
夫
婦
は
安
芸
の
竹
原
（
現
広
島
県
竹
原
市
）
へ

転
居
し
医
業
を
開
い
た
。
や
が
て
宗
吉
も
竹
原
へ

移
っ
た
。

　

秀
平
は
竹
原
の
務
中
家
の
人
で
、
宗
吉
は
秀
平

の
才
を
見
込
ん
で
養
子
と
し
た
。
し
か
し
、
秀
平

は
橋
本
姓
を
名
乗
ら
ず
務
中
で
通
し
た
。

　

さ
て
、
浪
花
で
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
で
逮
捕
さ
れ

た
者
た
ち
は
文
政
12
（
一
八
二
九
）
年
12
月
死
刑

に
処
せ
ら
れ
た
。
宗
吉
は
こ
の
事
件
は
終
わ
っ
た

と
思
い
浪
花
へ
帰
っ
て
き
た
。

宮内省から宗吉に送られた位記（市立竹原書院図書館所蔵）

『エレキテル究理原』に描かれた、中　喜久太による
フランクリンの実験図（大阪市立科学館提供）
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エレキテルと百人おどしの図（大阪市立科学館提供）

橋本宗吉は、日本で初めて静電気を科学的に研究した人
物とされています。宗吉が静電気と出会ったのは48歳
の頃。オランダ書の中にあった静電気の記事に興味を抱
いて日本語に翻訳したことがはじまりでした。
宗吉が使った「エレキテル」とは、静電気を発生させる
装置のことです。構造は糸車に似ていて、まず円筒形の
ガラスを回転するように設置し、そこに金属を接触させ
ます。そして、はずみ車とガラス筒の軸をベルトでつな
ぎます。使い方は、ハンドルを回して金属とガラスを摩
擦させて、静電気をおこします。発生した静電気は、ガ
ラスに接触した「伝い金」を通して、実験に使います。
宗吉が1811年に著した「阿蘭陀始制エレキテル究理原」
は、静電気とはどのようなものかのという解説をはじ
め、静電気の性質を知ることができる 18種の実験の方
法が紹介された「日本初の静電気実験マニュアル」です。実験は、雨雲から電気を取って放電
させる実験や大勢で静電気を体感する実験（百人おどし）など多彩な科学実験です。

橋本宗吉とエレキテル

　
万
能
の
人
・
宗
吉
は
、
静
電
気
以
外
に
も
、
オ
ラ
ン

ダ
語
の
知
識
を
活
用
し
て
医
学
、
薬
学
、
地
理
学
な
ど

多
彩
な
著
作
を
残
し
て
い
ま
す
。
大
阪
歴
史
博
物
館
が

所
蔵
す
る
資
料
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

橋
本
宗
吉
の
著
書

『西洋医事集成宝函』文政２（1819）年～
文政６（1823）年刊（大阪歴史博物館所蔵）
ドイツの医学者ヨハネス・ヤコブ・ウォイトが
著した、医学・薬学の辞典を翻訳したもの。宗
吉は全35巻の翻訳原稿を完成させました。

『三法方典』文化２（1805）年刊
（大阪歴史博物館所蔵）
オランダのファン・リスが著した薬学書を翻訳し
たもの。日本において、近代的な薬学を体系的に
紹介した最初期の書物として評価されています。

広報あ な ん 2016.06　6



時代を生きた先覚者たち
Soukichi Hashimoto

　
現
在
、
宗
吉
の
出
生
地
・
新
野
町
で
橋
本
宗

吉
顕
彰
会
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
活
動
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
古
川

良
夫
さ
ん
（
85
歳
・
新
野
町
）
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
　

宗
吉
と
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

　

平
成
14
年
に
市
史
編
さ
ん
室
長
を
し
て
い
た

時
、
蘭
学
者
の
中
に
宗
吉
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
昔
、
阿
南
市
に
偉
い
人
が
い
る
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
広
島
県
竹
原
市
に
出
向

く
な
ど
宗
吉
を
調
べ
る
に
つ
け
、
そ
の
功
績
や
そ

こ
か
ら
偲
ば
れ
る
人
柄
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
宗
吉
の
存
在
の
今
日
的
な
意
義
と
は
何
で

し
ょ
う

　

日
本
の
近
代
科
学
の
手
法
（
科
学
的
な
見
地

や
実
験
主
義
）
を
確
立
さ
せ
た
先
達
で
す
。
そ

の
範
囲
も
電
気
学
や
医
学
、
薬
学
、
地
理
学
な

ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
特
に
近
代
医
学

へ
の
橋
渡
し
を
し
た
こ
と
は
歴
史
上
も
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
す
。

　
　

宗
吉
は
ど
の
よ
う
な
人
柄
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か

　

ま
ず
は
一
途
に
学
問
に
励
ん
だ
不
言
実
行
の

人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
不
幸
な
境
遇

の
中
で
も
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
た

人
で
し
た
。

　
　
顕
彰
会
を
設
立
し
た
い
と
思
っ
た
動
機
は

　

過
去
の
歴
史
、
偉
人
の
足
跡
を
学
ぶ
こ
と
は

現
在
を
い
か
に
生
き
て
い
く
か
の
指
針
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
郷
土
の
偉
人
・
宗
吉
は
そ
の

功
績
に
比
べ
て
世
の
中
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
宗
吉
を
末
永
く
後
生
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
か

　

皆
さ
ま
の
賛
同
を
い
た
だ
い
て
顕
彰
会
を
設

立
し
、
多
く
の
人
に
宗
吉
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
偉
人
の
功

績
や
人
柄
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
第
二
第

三
の
宗
吉
の
誕
生
を
願
い
ま
す
。

顕彰会設立に向けて話し合う（５月11日・新野公民館）

橋
本
宗
吉
の
功
績
を
後
生
に
伝
え
た
い

そ
し
て
第
二
第
三
の
宗
吉
の
誕
生
を
願
う

参
考
文
献　
大
阪
市
立
科
学
館
発
行
『
静
電
気
博
士
に
な
ろ
う　

－

な
に
わ
の

静
電
気
博
士
・
橋
本
宗
吉
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

－

』、
２
０
１
４
年

三
雲
環
善
『
施
薬
院
解
男
体
臓
図
』

寛
政
10
（
１
７
９
８
）
年
刊　
写
本
（
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
）

京
都
の
医
師
三
雲
環
善
ら
が
行
っ
た
人
体
の
医
学
解
剖
の
よ
う

す
を
ま
と
め
た
も
の
。
宗
吉
は
臓
器
の
図
に
オ
ラ
ン
ダ
語
名
称

を
書
き
加
え
て
い
ま
す
。

『喎
おらんだ
蘭新訳地球全図』寛政９（1797）年刊　

個人蔵（大阪市立科学館提供）
18 世紀前半のヨーロッパで出版された地図帳を
翻訳、編集した世界地図。日本で発行された近代
的な内容の地図としては、最初期のものと評価さ
れている。地図の周囲には、世界の地理情報など
が書かれています。
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

青
春
の
選
挙
権 

～

　

選
挙
年
齢
を
「
18
歳
」
以
上
に
す
る
。
改
正
公
職

選
挙
法
は
、
本
年
６
月
19
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
は
、
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
の
女
性
参

政
権
以
来
70
年
ぶ
り
の
大
き
な
改
正
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
約
９
割
の
国
が
18
歳
選
挙
権
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
、
16
歳
か
ら
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
17
歳
か
ら

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
19
歳
か
ら
は
韓
国
、
20
歳
か
ら

は
台
湾
、
21
歳
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ

ア
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
の
参
議
院
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
全

国
で
は
、
２
４
０
万
人
（
全
体
の
２
％
）、
徳
島
県

で
は
１
万
３
０
０
０
人
、
阿
南
市
で
は
１
４
０
０
人

有
権
者
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

18
、
19
歳
は
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
将
来
を
め
ざ
し

て
自
分
の
道
を
あ
る
程
度
考
え
だ
す
年
齢
と
言
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。
社
会
へ
出
る
の
か
進
学
を
す
る

の
か
、
進
学
す
る
な
ら
文
科
系
に
進
む
の
か
、
理
科

系
に
進
む
の
か
、
青
春
と
い
う
模
索
の
時
代
が
始
ま

り
ま
す
。

　

直
近
の
世
論
調
査
で
は
、
今
夏
の
参
院
選
に
つ
い

て
18
、
19
歳
で
は
「
関
心
が
あ
る
」
が
37
％
。
成
人

よ
り
29
％
も
低
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
前
回
の
衆
議
院
選
挙
（
２
０
１
４
年
）
の

投
票
率
は
20
代
32
・
58
％
、
30
代
42
・
09
％
、
40
代

49
・
98
％
、
50
代
60
・
07
％
、
60
代
68
・
28
％
、

70
才
以
上
59
・
46
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
、
若
者
の
政
治
離
れ
は
大
変
深

刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
レ
ス
ト
ン
効
果
（
米
国
の
人
口
学
者　

サ
ム

エ
ル
・
プ
レ
ス
ト
ン
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
政
界
や
産
業
界
へ
の
関

心
が
、
多
数
派
の
高
齢
者
に
向
か
い
や
す
く
、
割

を
食
う
の
は
少
数
派
の
若
者
で
あ
る
、
と
い
う
説

で
す
。
若
者
の
投
票
率
が
低
い
日
本
の
民
主
主
義

は
、
政
策
決
定
に
高
齢
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
や

す
い
「
シ
ル
バ
ー
民
主
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
選
挙
の
投
票
が
有
権
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
国
は
世
界
で
21
カ
国
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
、
棄
権
し
た
場
合
１
１
０
０
円
の
罰
金
が
課

せ
ら
れ
、
そ
れ
が
３
回
続
く
と
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
行
が
し
て
も
ら
え
な
く
、
公
立
大
学
へ
の
入
学

や
銀
行
融
資
も
制
限
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

二
院
制
を
日
本
で
は
数
の
衆
議
院
、
理
の
参
議

院
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
「
熟
慮
の
院
」、
フ
ラ
ン
ス

で
は
「
賢
者
の
院
」
と
形
容
さ
れ
ま
す
。
世
の

中
は
、
一
票
で
決
ま
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

「
悪
い
政
治
家
を
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
送
る
の
は
投
票

し
な
い
善
良
な
市
民
た
ち
だ
」
と
い
う
ジ
ョ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
権
を
得
た
若
者
が
、
自
分
た
ち
の
意
見
を

示
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
投
票
に
行
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

お
く
り
も
の

富
岡
小
学
校
へ

●
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
４
台
、
国

語
辞
書
20
冊
、
漢
字
辞
典
30
冊

藤
崎
電
機
株
式
会
社
様
か
ら

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
熊
本
地
震

災
害
義
援
金
の
募
集
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
公
共

施
設
19
カ
所
に
募
金
箱
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

設
置
場
所　
市
役
所
、
各
支
所
、

各
住
民
セ
ン
タ
ー
、
富
岡
公
民
館
、

中
野
島
公
民
館
、
宝
田
公
民
館
、

見
能
林
公
民
館
、
文
化
会
館
、
情

報
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ま
わ
り
会

館
、
社
会
福
祉
協
議
会

設
置
期
間　
６
月
30
日
㈭
ま
で

領
収
証　
領
収
証
が
必
要
な
方
は
、

設
置
場
所
の
受
付
窓
口
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－
９
１
９
１
）
ま
た
は
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
23

－

７
２
８

８
）
へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

立
方
式
の
年
金

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

加
入
条
件　
次
の
①
～
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

－
３
７
９
０
）
ま
た

は
、
最
寄
り
の
農
協
へ

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

平
成
28
年
度
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）　

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

広報あ な ん 2016.06　8



人
権
教
育
・
啓
発

第
２
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
６
月
28
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

内
容　
「
身
の
ま
わ
り
の
人
権
問

題
」

講
師　
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会　

会
長　

鍋
島
治
秀
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
６
月

20
日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究

講
座
（
夏
期
）
受
講
生
募
集

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的

に
学
び
見
識
を
深
め
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
で

本
講
座
の
目
的
に
賛
同
し
、
で
き

る
限
り
連
続
で
参
加
で
き
る
方

日
時　
７
月
８
日
㈮
、
22
日
㈮
の

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
新
庁
舎
６
階　

６

０
２
会
議
室

内
容　
障
が
い
者
の
人
権

第
１
回　
「
障
が
い
者
の
人
権
に

つ
い
て
」

第
２
回　
「
障
が
い
者
の
地
域
生

活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
」

講
師　
▼
障
害
者
支
援
施
設　

有

誠
園　

園
長　

川
島
成
太
さ
ん
▼

徳
島
赤
十
字
ひ
の
み
ね
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー 
地
域
支
援
課
長 

島　

義
雄
さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
６
月
24
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

平
成
28
年
度
所
得
証
明
書
等
の

発
行
予
定
日

▼
所
得
証
明
書　

６
月
１
日
㈬
～

▼
所
得
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　

６
月
６
日
㈪
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－
１
１
１
４
）
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）を
募
集

募
集
内
容　
平
成
28
年
７
月
か
ら

要
介
護
認
定
申
請
者
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
を
調
査
す
る
嘱

託
職
員

応
募
資
格　
介
護
支
援
専
門
員
で

あ
っ
て
、
県
の
認
定
調
査
に
関
す

る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
方
、
か

つ
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
方

採
用
予
定
人
員　
１
人

報
酬　
月
額
18
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
に
介
護

支
援
専
門
員
証
お
よ
び
普
通
自
動

車
運
転
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て

介
護
・
な
が
い
き
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
６
月
８
日
㈬
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
６
月
11
日
㈯

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。　

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
24

－

８
０
０
７
）
へ

平
成
28
年

経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

わ
が
国
の
す
べ
て
の
産
業
分
野

に
お
け
る
事
業
所
・
企
業
の
経
済

活
動
の
状
況
を
全
国
的
・
地
域
別

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

調
査
対
象　
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
お
よ
び
企
業
（
農
林
漁
業
家
等

除
く
）

基
準
日　
平
成
28
年
６
月
１
日
㈬

調
査
方
法　
調
査
員
が
事
業
所
を

訪
問
し
て
調
査
を
行
う
「
調
査
員

調
査
」
と
、
国
が
郵
送
に
て
行
う

「
国
、
都
道
府
県
及
び
市
に
よ
る

調
査
」
の
２
つ
の
方
法
で
行
い
ま

す
。

回
答
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
ま
た
は
調
査
員
に
紙
の
調
査
票

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

　

も
う
す
ぐ
60
歳
に
な

り
ま
す
が
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。　

老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
公
的
年

金
に
加
入
し
て
、
原
則
と
し
て

最
低
25
年
間
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
免
除
・

納
付
猶
予
期
間
を
含
む
。）

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資

格
期
間
が
25
年
を
満
た
し
て
い

な
い
人
や
、
25
年
以
上
あ
る
が

満
額
と
な
る
40
年
に
満
た
ず
年

金
額
を
増
や
し
た
い
人
な
ど
が
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
40
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
す
ま
で
、
特
例
的
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
60
歳
に
到
達
し
た

日
以
降
、
任
意
加
入
の
申
出
書

と
口
座
振
替
の
申
出
書
の
両
方

の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）を利用した緊急地震速報の情
報伝達訓練が全国一斉に実施され
ます。本市では、防災行政無線と
ケーブルテレビの自主放送チャン
ネルで訓練放送を行いますので、
ご協力ください。
日時　6月23日㈭　10:15頃
ご注意ください　テレビ・ラジオ・
携帯電話（緊急速報メール）では
放送されません。
※気象・地震活動の状況等によっ

て中止することがあります。
問い合わせは　
防災対策課（☎22−9191）へ

緊急地震速報
の情報伝達訓
練を実施

6/23
㈭
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
期
講
座「
浴
衣
着
付
け
」

受
講
者
募
集

　

夏
祭
り
、
お
盆
に
浴
衣
を
！

日
時　
６
月
29
日
㈬
、
７
月
６
日

㈬
、
13
日
㈬
、
20
日
㈬
（
全
４
回
）　

午
後
７
時
～
９
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
20
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
無
料

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

講
師　
杉
野
寿
子
さ
ん

準
備
品　
浴
衣
、
半
幅
帯
、
肌
襦

袢
、
コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト
１
本
、
伊

達
締
め
、
腰
ひ
も
２
本
、
洗
濯
ば

さ
み
１
個
（
襟
止
め
用
）、
タ
オ

ル
２
～
３
枚

申
込
締
切
日　
６
月
23
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
、
日
、

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
８
時
）

阿
南
市
身
体
障
害
者
連
合
会

定
期
総
会・体
育
大
会
開
催

日
時　
７
月
２
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
で
き
る
方　
▼
市
内
に
在
住

で
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
▼
こ
の
大
会
に
賛
同
さ
れ

る
市
民
の
方

持
参
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
大

会
参
加
費
５
０
０
円　

申
込
締
切
日　
６
月
17
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ

市
の
花「
ひ
ま
わ
り
」を

咲
か
せ
ま
し
ょ
う

　

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
明
る
く

力
強
く
伸
び
る
花「
ひ
ま
わ
り
」を

咲
か
せ
、ま
ち
を
彩
り
ま
し
ょ
う
。

種
子
の
配
布
場
所　
市
役
所
第
１

仮
庁
舎
お
よ
び
新
庁
舎
案
内
窓

口
、
企
画
政
策
課
、
各
支
所
、
各

住
民
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

「
声
の
広
報
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
広
報
あ
な
ん
」
な
ど
を
テ
ー
プ

と
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込
ん
で
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
は
月
２
回
で
、
原
稿
の
読

み
合
わ
せ
や
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
へ
の

録
音
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
の
声

の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
歓
迎

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ

か
も
だ
岬
温
泉
イ
ベ
ン
ト

日
時　
６
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
～

内
容　
あ
な
な
ん
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

（
午
後
２
時
～
）

※
当
日
、
先
着
１
０
０
人
の
方
に

阿
南
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ま
た
特
産
品
の
販
売
も
し
ま
す
。

【
６
月
の
休
館
日
】

６
日
㈪
、13
日
㈪
、20
日
㈪
、27
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
か
も
だ
岬
温
泉　

（
☎
21

－

３
０
３
０
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

雨
の
日
の
交
通
事
故
防
止

　

梅
雨
の
時
期
、
雨
の
日
に
車
両

を
運
転
す
る
機
会
が
多
く
な
る
か

と
思
い
ま
す
。
ス
リ
ッ
プ
事
故
を

防
ぐ
た
め
、急
ブ
レ
ー
キ
、急
発
進

等「
急
」の
つ
く
操
作
を
避
け
、
速

度
は
控
え
め
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
傘
差
し
運
転

は
、
運
転
操
作
も
し
づ
ら
く
、
視

界
も
悪
く
大
変
危
険
で
す
。
自
転

車
の
方
は
、傘
差
し
運
転
を
せ
ず
、

か
っ
ぱ
等
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

214件（787）
0人（    2）
27人（  99）

救急 件　数
搬送人員

295件（1,159）
293人（1,126）

火災 件　数
損害額

3件（  16）
1,045千円（6,596千円）

●阿南署管内平成28年４月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

●郵便等による不在者投票
身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方で、次
のような障がいのある方や介護保険の被保険者証の要介
護状態が「要介護５」の方は、「郵便等による不在者投票」
ができます。ただし、あらかじめ選挙管理委員会に申請
が必要です。

身
体
障
害
者
手
帳

障　が　い　名
障がいの程度

1 級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機能の
障がい ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸の
機能障がい

○ ― ○

免疫機能障がい ○ ○ ○

肝臓機能障がい ○ ○ ○

◆戦傷病者手帳をお持ちの方（特別項症～第３項症）
◆要介護状態区分が要介護５に該当する方
申請に必要なもの　
印鑑と次のいずれかに該当する手帳等
・身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険被保険者証

●投票所の変更
次の選挙から津乃峰投票所が津乃峰総合センター内に変
更されます。
問い合わせは　選挙管理委員会事務局（☎22−3791）へ

選挙管理委員会事務局より
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「
身
元
調
査
お
断
り
」ワ
ッ
ペ
ン

新
デ
ザ
イ
ン
案
募
集

　
「
身
元
調
査

お
断
り
」
ワ
ッ

ペ
ン
新
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
こ

と
を
と
お
し
て
、
生
徒
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消防法により平成23年
６月１日に設置が義務化
されています。設置をお
急ぎください！

１　対象住宅等
・戸建て住宅・店舗併用住宅・共同住宅等

２　設置場所
・寝室
・２階に寝室がある場合は寝室と階段上部
・台所（推奨）

問い合わせは　
消防本部予防課（☎22−3799）へ

すべての住宅に
住宅用

火災警報器を!!

主催　わくわく男女共同参画2013阿南協議会・阿南市

市民・企業・行政が連携し取り組んだ、ちいさな町の大きな「ちゃれんじプロジェ
クト」第30回日本女性会議〈男女共同参画〉2013は大盛会裏に終わり、県都以
外の開催候補地が増大し大きな流れを創りました。アフター事業を開催し３年目
を迎える今年は、アフター事業の取り組みから得た成果をもとに、地域にとって
の課題に取り組み ｢新たなるステージ」に向けての大会を開催します。

日本女性会議〈男女共同参画〉2013開会式典

日時　７月16日㈯　10:00〜15:00
場所　文化会館・富岡公民館
内容　　分科会　第１分科会　（こども）阿南に「子ども食堂」をつくろう!!
　　　　　　　　第２分科会　（まちおこし）エイジレスでみんなが主役
　　　　　　　　第３分科会　（介護）阿南の食と介護を地域で支える
　　　　　　　　第４分科会　（食育）食べることは生きること

出会い交流会　昼食およびアトラクション
全体会　分科会の議論を元に参加者一体となったシンポジウム
アフター事業報告（介護、防災、子ども、セカンドライフ、DV）

参加費　1000円（昼食含む）
申込方法　参加希望者は、希望分科会と氏名・連絡先を事務局まで

ご連絡ください。
申込締切日　６月24日㈮　17:00まで

■問い合わせは　阿南市富岡町北通9番地　男女共同参画室分室内
　　　　　　　　Tel.080-9835-0393　Fax.0884-23-3054
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日時　６月17日㈮　14:30～15:30
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
演題　「振り込め詐欺防止等について」
講師　阿南警察署　生活安全課　
　　　課長　谷崎晴彦さん
※入場無料
問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

児童手当の現況届は、６月１日現在における養育状況等を記載し、引き
続き児童手当を受けられるかどうかを確認するためのものです。該当者
には、あらかじめ市から関係書類を送付しますので、現在、児童手当を
受給されている方は、お早めに現況届を提出してください。
なお、現況届の提出がない場合は、６月分からの児童手当を受給するこ
とができませんので、ご注意ください。
提出期限　６月30日㈭　　提出先　こども相談室、各支所、各住民センター
問い合わせは　こども相談室（☎22−1677）へ

消費者啓発講演会 児童手当の現況届は６月30日㈭までに

健康診査申込書の
送付時期（予定）

健康診査受診券の送付時期 受診期間

入院・施設等へ入所をされていない方また
は生活習慣病と診断されていない方

　　　 ８月（予定）

受診券を
受け取っ
てから、
平 成 2 8
年 1 2 月
末日まで

上記以外の方で、平成 28 年４月以降に血
液検査や尿検査をされていない方

受診を希望される方は、８月以降に保険年金課窓口に
備え付ける健康診査申込書によりお申し込みください。
締切は、11 月末頃を予定しています。

平成28年１
月１日から９
月30日まで
の間に後期高
齢者医療制度
に加入された
方

１月１日～３月31日に加入 ５月

加入時期に応じ、健康診査申込書を
送付します。入院をされていない方
または生活習慣病と診断されていな
い方で受診を希望される方は、広域
連合事務局までお申し込みくださ
い。受診券を後日送付します。

４月１日～５月31日に加入 ６月

６月１日～７月31日に加入 ８月

８月１日～８月31日に加入 ９月

９月１日～９月30日に加入 10月

後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防の
ため、健康診査を実施します。
健康診査の対象となる方には「健康診査受診券」をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

健診項目　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査　　　　受診費用　無料

10 月以降に後期高齢者医療制度に加入される方は健康診査の対象外となります。
後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入されている健康保険で健康診査を受診してください。
入院をされていた方または生活習慣病と診断された方はすでに健康状態を把握され、医師の指導を受けて
いると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、
脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血
管疾患、動脈硬化があります。

問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）
　　　　　　　または保険年金課（☎22−8064）へ

平成28年度後期高齢者医療制度の健康診査について
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○認知症初期集中支援チーム員は？
認知症専門医と専門知識をもつ看護職、社会福祉士の 3 人で
構成しています。

○対象者は？
①　医療サービス、介護サービスを受けていない方、または　　
　中断している方で以下のいずれかに該当する方

ア　認知症疾患の臨床診断を受けていない方
イ　継続的な医療サービスを受けていない方
ウ　適切な介護保険サービスに結び付いていない方
エ　診断されたが介護サービスが中断している方

②　医療サービス、介護サービスを受けているが認知症の行動・心理症状が
顕著なため、対応に苦慮されている方

問い合わせは　介護・ながいき課（☎22ー1793）へ

東部高齢者お世話センター（☎22ー4577）
【富岡地区・宝田地区・中野島地区】

中部高齢者お世話センター（☎23ー3728）
【見能林地区・橘地区・桑野地区】

西部高齢者お世話センター（☎23ー5046）
【長生地区・大野地区・加茂谷地区】

南部高齢者お世話センター（☎36ー3634）
【新野地区・福井地区・椿地区】

北部第１高齢者お世話センター（☎42ー2900）
【伊島地区・那賀川地区・羽ノ浦地区：宮倉（太

田・日開元・芝生・橋ノ本・高田・鵜ノ首・はたへ・国
中・大木・沢田）／岩脇／古庄／古毛／明見／春日
野／西春日野】

北部第２高齢者お世話センター（☎44ー6836）
【羽ノ浦地区：宮倉（背戸田・本村居内・原ノ内・前

田・南浦・羽ノ浦居内・恵田・山崎・ながれ）／中庄】

お住まいの地区の
高齢者お世話センターへお電話を！ご相

談は

認知症初期集中支援チーム（愛称  ファーストケアチーム）

・高齢者お世話センターはお住まいの地域ごとに設置されています。くわしくは下記をご覧ください。
・認知症を専門とする「認知症地域支援推進員」が相談に応じます。
・特に支援が必要と判断される方については、「認知症初期集中支援チーム」による支援におつなぎします。

高齢者お世話センター（地域包括支援センター）では、認知症をはじめとする高齢者
福祉に関するお困りごとについて、相談・支援を行っています（相談は無料です）。

「高齢者お世話センターにご相談ください!!」

「認知症のこと、誰かに相談したい…」

認知症のような症状があり、
認知症の診断を受けたい

医療サービスや介護サービスを
受けたいけれど、できない

認知症の今後の見通しや
正しい治療法がわからない

認知症の症状が強く、
どう接していいかわからない
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●教育長報告
　①平成28年度　スタートにあたって
　　⑴　本年度の重点目標
　　⑵　新組織一覧
　②園・学校訪問について
　③徳島県英語教育改善プランについて

●阿南市教育功労者の選出および表彰式について
　（総務課）

●阿南市社会教育指導員の委嘱について（生涯学習課）

●子ども体験活動支援センターコーディネーターの委嘱
について（生涯学習課）

●阿南市立公民館分館長の委嘱について（生涯学習課）

●阿南市教育集会所長の委嘱について（人権教育課）

●阿南市スポーツ推進委員の委嘱について
　（スポーツ振興課）

●阿南市体育功労者・優秀者表彰式について
　（スポーツ振興課）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

４月定例会（４月22日開催）で、次の内容
について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○第４回染織作品展　～５日㈰まで
○パステル画展　７日㈫～19日㈰
○縫い物サークル作品展　21日㈫～７月３日㈰
■体験コーナー

○星型あんどんつくり　５日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】３日㈮　【参加費】3,000円
【定員】5人　【持参物】なし
○LEDグラス体験　18日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】17日㈮　【参加費】500円
【定員】20人　【持参物】ビン

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 のまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

６月の催し

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○野球観光ツアー　   1日㈬　半田ゴールド（愛知県）
　　　　　　　　　  19日㈰　奥出雲マスターズ（島根県）
○県中学校春季リーグ中央大会　４日㈯
○高校総体南部ブロック大会　５日㈰、６日㈪
○光のまち阿南学童中央大会　11日㈯
○プライドジャパン甲子園県予選　12日㈰
○少年野球津乃峰大会　18日㈯
○阿南市中学校総体　25日㈯、26日㈰、27日㈪

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム

６月の日程

今年の水道週間のスローガンは、「じゃ口から　安心とどけ　未来まで」です。
水は、私たち人間はもちろんあらゆる生き物にとって生きるために欠かすことができません。
大切な水は、限りがある貴重な資源であり、水についての理解を深め水を暮らしに有効的に役立てるとと
もに、節水をこころがけましょう。
水道の届け出とご相談について　次のような場合には、すぐに届け出をしてください。

▼新しく水道を使うとき　　　　 ▼引越しするとき　　　　　 ▼長期間、水道を使用しないとき

▼使用者の名義が変わるとき　　 ▼そのほか変更があるとき
水道料金の納付は便利な口座振替をご利用ください。　
手続きは、市内の金融機関でできます。
工務課給水係からのお願い
水道メーターまでの水道管の管理を充実し、修理や検針作業を速やかに行うため、宅地内で水道メーター
等の移動を行う場合は、申請書を提出していただくことになっています。
今後、家の建て替えや庭の工事等で水道メーターや水道管を移動する場合は、阿南市指定水道工事店を通
じて申請書を提出してください。なお、費用は、自己負担となります。
問い合わせは　
●水道の届け出および水道料金等に関すること
　阿南市水道料金お客様センター（業務課内☎22−0587）へ
●給水装置の新設と変更工事および阿南市指定水道工事店に関すること　工務課給水係（☎22−3295）へ
●道路での漏水、メーターボックス内での漏水修繕工事に関すること　工務課管理係（☎22−3295）へ

６月１日から７日は「水道週間」です！
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平成27年度
阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況

平成27年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第 12 の
規定により公表します。     

２　個別協定
　⑴　協定数　１協定　　⑵　対象面積　10ａ　　⑶　交付金額　21千円

※面積は１ａ未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

◇中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中
山間地域において、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体
制整備に向けた前向きな取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け
取ることができる制度です。

問い合わせは　農林水産課（☎22－1598）へ

１　集落協定
　⑴　協定数　28協定　　⑵　対象面積　12,401ａ　　⑶　交付金額　23,387千円

集落名 対象面積
（a）

交付金額
（千円）

主な共同取組活動の内容
（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不整形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

金 石 167 19 148 168 水路・農道等の管理
細 野 451 296 155 641 水路・農道等の管理
成 松 312 312 655 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
喜 来 657 657 1,380 水路・農道等の管理、サポート体制の維持、その他
中 喜 来 141 141 237 水路・農道等の管理、その他
元 信 1,427 1,286 62 79 3,057 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
貞 信 777 777 1,305 水路・農道等の管理

海 老 川 1,185 1,144 18 23 2,444 水路・農道等の管理、農作業の共同化、農業生産条件の強化、
鳥獣害対策

秋 山 135 92 20 23 238 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
友 常 223 223 374 水路・農道等の管理
清 貞 546 494 36 16 1,085 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
平 川 内 172 170 2 288 水路・農道等の管理
生 谷 254 254 427 水路・農道等の管理
広 重 140 139 1 293 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
谷 口 803 803 1,349 水路・農道等の管理

船 頭 ヶ 谷 1,156 1,156 2,428 水路・農道等の管理、農作業の共同化、鳥獣害対策、非対象
農家との連携

八 原 毛 566 566 1,255 水路・農道等の管理、協定農用地の拡大、農作業の共同化、
新規就農者の確保、サポート体制の維持

香 214 214 360 水路・農道等の管理
平松・高瀬 180 180 378 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
働 々 814 775 39 1,668 水路・農道等の管理、農作業の共同化
尻 杭 333 248 85 471 水路・農道等の管理
横 尾 谷 145 145 306 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
長 谷 川 180 180 303 水路・農道等の管理
長 谷 川 東 111 111 187 水路・農道等の管理
辺 川 648 545 103 1,011 水路・農道等の管理、鳥獣害対策
貝 谷 292 292 491 水路・農道等の管理
赤 崎 194 74 120 236 水路・農道等の管理
壱 升 ヶ 森 162 162 341 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
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ニュースオアシス

4/23
県内球場初！スピードガンが設置　
熱戦に拍車がかかる

「第９回西日本生涯還暦野球大会」が開催され、
県内外から集った28チームの野球愛好家が熱戦
を繰り広げました。試合では、「ABO60」や「ま
まブラス anan maman」の皆さんが応援し、選
手ははつらつとしたプレーで応えていました。ま
た、ＪＡアグリあなんスタジアムには、県内野球
場では初めてとなるスピードガンが設置され、熱
戦に拍車がかかっていました。

4/13
新たな憩いの場が誕生！「津乃峰
ふれあい公園」開園式を挙行

旧リサイクルセンター跡地（津乃峰町西分）に整
備を進めていた「津乃峰ふれあい公園」が完成し
ました。地域住民の要望もあり、グラウンドゴル
フの標準コース８ホール分を余裕をもって配置す
ることも可能な広場および駐車場、トイレ棟で構
成されています。開園式ではグラウンドゴルフの
打ち初めが行われ、参加者は憩いの場となるよう
に期待していました。
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工作や実験を通して科学のおもしろさを体験して
もらおうと、「こども科学フェスティバル」が科
学センターで開催されました。５月３日から３日
間、毎日異なるプログラムが用意され、約570人
の親子連れでにぎわいました。水で薄めた洗濯の
りにホウ砂を加えながら混ぜてスライムを作った
三原優衣さん（９歳・大阪府）は「両手で転がす
と気持ちいい」と目を輝かせていました。

「こども科学フェスティバル」開催5/4

自然を保護して10年「阿南市
ＫＩＴＴ賞賛推進会議」総会開催

蒲生田・伊島・椿泊・椿地域の自然を保護し、次
世代に守り伝える「阿南市ＫＩＴＴ賞賛推進会議」
の総会がひまわり会館で開催されました。昨年度
の伊島の植物観察会や蒲生田海岸の清掃活動など
について報告されました。最後に、徳島県立博物
館自然課長の佐藤陽一さんの講演も行われ、阿南
市にアザラシが現れた理由など興味深い内容に参
加者は熱心に耳を傾けていました。

4/30

社会が求める人間力を引き出す！
阿南高専が授業を公開

ＩＣＴ機器を活用した公開授業が阿南高専で開催さ
れました。文部科学省の大学教育再生加速プログラ
ムの採択を受け、社会で求められる人材の育成に積
極的に取り組んでいます。学生はパソコンなどを使
用して学習支援システムに接続し、授業の時間外に
テキストなどで予習や復習を行うため、授業中は先
生や他の学生の話に耳を傾け、活発に意見交換して
いました。

4/29

洪水から地域を守る！
深瀬地区で堤防が完成

度重なる浸水被害を受けてきた深瀬地区に、待望
の堤防が完成しました。本事業は、平成19年度
より、国土交通省と徳島県が進めてきたもので、
全長約780メートルの堤防を整備したほか、県道
阿南鷲敷日和佐線も改良されました。事業竣工を
祝って行われた式には、関係者約160人が出席。
堤防上の通り初めなども行われました。

（写真提供：四国地方整備局那賀川河川事務所）

5/1
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あなんカルチャー
2015年度オーディエンス賞受賞者による演奏会です。
日時　６月12日㈰ 　　　　　　
　　　14:00開演
　　　（16：30終演予定）
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　1,000円（小学生以上）　　　　
出演者　竹内郁子・西口幸江（ピアノ連弾）
　　　　 　宇（バリトン）
ゲスト　福井麻衣（ハープ）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	ロレアコンサート

洋楽器を学ぶ子どもたちが練習成果を発表します。

日時　６月19日㈰　13:30開演予定
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　公募による市内在住の子どもたち
　　　　（高校生以下）
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	ジュニアコンサート

日時　10月2日㈰
　　　16:00開演（15:30開場）
場所　市民会館
入場料　8,640円　

【全席指定】
※未就学児の方の
　入場はご遠慮く
　ださい。

チケット発売開始日　
７月３日㈰　10:00～

チケット販売場所　市民会館ほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	谷村新司コンサート
　	CONCERT	TOUR	2016～アルシラの星
　	～阿南公演はツアーファイナル！～

山崎まさよし、岡本定義、西　慎嗣（阿南市在住）に
よるライブです。
ゲスト　元　ちとせ
日時　８月４日㈭
　　　18:30開演（18:00開場）
場所　市民会館
入場料　 4,500円【全席指定】

※当日券は500円増し
※未就学児の方の入場はご遠慮ください。

チケット発売開始日　６月１日㈬
※発売初日は１人１回５枚まで購入できます。

チケット販売場所　市民会館、アピカ、平惣（阿南セン
ター店・羽ノ浦国道店・小松島バイパス店）ほか

問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	阿南市合併１０周年記念
　	さだまさよしんじライブ
　　　　　スペシャルゲスト　元ちとせ

参加資格　小学１年生から一般の方
※ピアノを使わない演奏はご遠慮ください。
開催日時　８月27日㈯、28日㈰
場所　夢ホール（文化会館）
参加料　出演者１人あたり1,000円
　　　　※４人以上は何人でも4,000円とします。
募集期間　６月１日㈬～７月25日㈪（先着150組）
申込方法　①名前　②年齢　③住所　④電話番号　⑤

演奏曲目（作曲者等）　⑥演奏所要時間（10
分以内）　⑦アンサンブルの場合は編成、
譜面台、いすの必要数　⑧ 27 日と 28 日
のうち都合のつかない日を記入　⑨メール
または往復はがき（７月25日㈪必着）で
お申し込みください。（演奏会は、ケーブ
ルテレビが収録放映する場合があります。）

問い合わせは　〒774-0030　阿南市富岡町西池田135
番地１　文化会館　みんなでピアノ物語係

（☎21－0808）へ
e-mail:yumehallciviccouncil@gmail.com

■	みんなでピアノ物語　出演者募集
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セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20

分
～
の
２
回
実
施
。
実
施
時
間
は
約
30
分
で
す
。

テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
そ
の
時
期
に
見
え

る
い
ろ
い
ろ
な
天
体
を
見
て
い
き
ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
８

時
～
、
９
時
～
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
、
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時

～
の
２
回
実
施
。

６
月
の
テ
ー
マ
「
今
夜
の
星
空
と
さ
そ
り
座
の

お
話
」

　

当
日
見
え
る
星
空
の
紹
介
と
、
こ
の
時
期
見

や
す
い
「
さ
そ
り
座
や
ア
ン
タ
レ
ス
の
お
話
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

６
月
の
休
館
日　

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札（
四
）

兌だ

換か
ん
紙
幣

　

幕
府
は
政
策
も
行
き
詰
ま
っ
て
く
る
と

て
っ
と
り
早
い
鋳
貨
の
改
悪
に
手
を
付
け

た
。
今
日
の
政
府
も
一
緒
で
税
収
が
減
っ

て
く
る
と
予
算
を
削
減
せ
ず
に
安
易
に
国

債
を
発
行
し
て
一
時
の
が
れ
を
図
る
。
国
の

借
金
は
即
国
民
の
借
金
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
ど
う
や
っ
て
国
債
を
消
却
す
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
れ
は
紙
幣
の
発
行
も
同
様
で
あ
る
。

　

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
ま
で
紙
幣

は
兌
換
券
で
、
例
え
ば
十
円
札
を
銀
行
へ

持
っ
て
行
く
と
無
条
件
で
同
額
の
金（
銀
）

貨
と
交
換
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
現
在

は
兌
換
券
で
は
な
い
。
一
歩
間
違
え
ば
紙

屑
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

つ
ま
り
、
日
銀
（
政
府
）
が
収
入
に
困

っ
て
現
在
発
行
し
て
い
る
紙
幣
を
倍
以
上

発
行
し
て
流
通
さ
せ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、

国
民
の
財
産
が
二
分
の
一
に
減
る
こ
と
で

あ
る
。
兌
換
制
だ
と
保
有
金
（
銀
）
貨
が

無
い
と
や
れ
な
い
。

銀
貨
の
改
悪

　

慶
長
銀
の
よ
う
な
良
質
の
銀
貨
は
次
第

に
影
を
ひ
そ
め
宝
永
二
宝
銀
・
宝
永
四
宝

銀
・
天
保
銀
・
安
政
銀
の
よ
う
に
質
の
悪

い
銀
貨
に
取
り
換
え
ら
れ
た
。

　

例
を
あ
げ
よ
う
。
安
政
銀
に
至
っ
て
は
、

含
有
率
八
割
六
分
が
銅
で
あ
る
。
銀
の
含

有
量
は
わ
ず
か
一
割
二
分
。
こ
れ
を
銀
貨

と
称
し
て
い
る
が
、
正
に
銅
貨
で
は
な
い

か
。
文
銭
で
も
真
鍮
銭
・
鉄
銭
が
出
現
し

た
た
め
銅
貨
の
鋳
潰
し
が
行
わ
れ
た
。

　
『
三さ

ん

貨か

図ず

彙い

』
に
こ
ん
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。

　
「
永
楽
銭
を
鋳
物
師
が
買
い
と
っ
て
銅

貨
に
換
え
た
。
銭
を
鋳
潰
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
た
。
自
然
と
永
楽
銭
・
唐
銭
が
姿
を

消
し
て
民
間
は
大
い
に
困
っ
た
。
寛
政
元

年
文
銭
を
潰
し
て
仏
具
・
燭
台
・
火
鉢
等

を
造
っ
た
者
が
処
罰
さ
れ
た
。
文
銭
の
質

が
よ
い
の
で
そ
の
黄
銅
を
買
お
う
と
す
る

と
一
貫
目
、
三
、
四
十
文
を
要
し
た
。
今

文
銭
は
一
文
一
匁
で
あ
る
。
ひ
そ
か
に
銅

貨
を
造
る
と
利
益
多
し
」。

　

天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
位
発
行
さ
れ

た
天
保
通
宝
は
銅
が
七
割
八
分
・
錫
一
割
・

鉛
一
割
二
分
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
ま
で

に
天
保
通
宝
の
鋳
吹
高
は
三
百
九
十
七
万

三
千
二
百
貫
文
と
言
わ
れ
る
。
一
両
に
つ

き
四
十
枚
が
相
場
な
の
に
八
十
枚
、
百
枚

に
も
下
落
し
た
。
時
に
は
そ
れ
以
上
に
暴

落
し
て
い
る
。
重
量
、
文
銭
六
枚
ほ
ど
の

も
の
を
百
文
に
通
用
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ

と
が
土
台
無
理
で
あ
る
。

　

当
時
の
落ら

く

首し
ゅ

を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

「
光
次
の
曽
孫
七
光
り
で
世
を
つ
が
せ
」

　

十
六
枚
で
小
判
一
枚
に
換
え
ら
れ
る
一

朱
金
を
光
次
の
名
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。

「
前
口
の
口
へ
投
げ
込
む
に
せ
一
分
」

　

昔
は
歯
で
噛
ん
で
真
偽
を
確
か
め
た
。

「
申さ

る

の
年
三
十
五
疋
の
金
が
出
来
」

　

文
政
七
年
は
申
年
、「
申
」
と
「
疋
」

は
縁
語
。

「
赤
二
朱
は
こ
ま
っ
た
奴
と
金
の
仲
間
」

　

赤
二
朱
は
劣
悪
で
名
高
い
天
保
二
朱
金

の
こ
と
。
銀
が
金
の
倍
以
上
の
贋に

せ

金が
ね

ま
が

い
の
代
物
。

「
六ろ

く

道ど
う

の
世
で
つ
い
取
れ
や
四
文
ず
つ
。

こ
の
世
で
き
か
ぬ
銭
の
は
て
」

　

庶
民
は
落
首
に
よ
っ
て
幕
府
へ
の
恨
み

を
晴
ら
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
113

天保二朱金
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昨
今
に
お
け
る
医
療
の
発
達
は

劇
的
で
、
抗
が
ん
剤
に
お
い
て
も

新
薬
が
次
々
に
開
発
さ
れ
、
で
き

る
限
り
身
体
に
負
担
の
少
な
い
治

療
へ
と
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
あ
の
恐
ろ
し
い

副
作
用
も
最
近
は
感
じ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
経
済
的

な
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
な
ど
の
、
医
療

費
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
も
有
り
ま

す
が
、
長
期
に
わ
た
り
治
療
を
受

け
る
患
者
自
身
が
、
い
ろ
い
ろ
な

制
度
を
調
べ
て

手
続
き
す
る
こ

と
は
難
し
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

病
院
な
ど
の
身

近
な
環
境
の
中

で
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
け
る
親

切
な
機
関
が
あ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

安
心
し
て
よ
り
良
い
医
療
の
提
供

を
受
け
平
穏
な
日
々
を
１
日
で
も

長
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

「
か
あ
さ
ん
」

　

あ
な
た
が
い
る
か
ら
、
そ
こ
に

人
が
集
ま
る
の
で
す
。

　

だ
か
ら
母
は
生
き
ま
す
。

　

あ
な
た
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

共
に
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
矢
田
千
恵

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

原　

美
智
子

終
戦
忌
父
を
想
い
て
七
〇
年
戦
野
の
映
像
お
も
か
げ

さ
が
す

　
　
　
　
　
　

米
田　

啓
子

栗
拾
う
山
に
ふ
わ
り
と
秋
刀
魚
焼
く
匂
い
運
び
て
昼

餉
を
告
ぐ
る

　
　
　
　
　
　

程
野　

町
子

涼
風
の
吹
き
初そ

む
朝あ

し
た追

わ
れ
つ
つ
生
き
延
び
る
日
日

そ
っ
と
愛
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
島
壽
美
子

台
風
に
傷
つ
く
小
さ
き
向ひ

ま
わ
り

日
葵
は
乳
飲
み
子
の
よ
う

太
陽
を
吸
う

　
　
　
　
　
　
　

福
崎　

孝
子

孫
の
建
つ
る
上
棟
の
幣ぬ

さ

見
と
ど
け
て
平
和
の
集
い
の

席
に
馳
せ
行
く

　
　
　
　
　
　

臣
永　

悦
子

夏
祭
り
打
ち
上
げ
花
火
を
窓
に
見
て
子
育
て
の
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Let’s e
njoy

図書館では、子ども向けのおはなし会を毎週開催しています。
絵本の読み聞かせや紙芝居、折り紙や手遊びなど、経験豊か
なボランティアさんによるバラエティに富んだイベントです！
小さなお子さんも気軽にご参加いただけます。保護者の方も
ご一緒にお楽しみください。

※各図書館の開催日時は左記のとおりです。

　みんなで行こう！ おはなし会

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  2日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  8日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
  9日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

10日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

16日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
17日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

23日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

６月の巡回日程

阿南市立図書館だより
６月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（6/11から毎週土曜日）10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　11日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は19日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00  

阿南教科書センター「平成29年度使用教科書展示」
日時　６月17日㈮～29日㈬
場所　那賀川図書館エントランスホール

日時　７月２日㈯　14:00～15:00（受付13:30～）
場所　情報文化センター３階　視聴覚室
プログラム　紙芝居「たんざくにおねがいかいて」　
　　　　　　大型絵本「へんしんオバケ」　
　　　　　　工作「七夕かざりをつくろう」　ほか

羽ノ浦図書館　七夕おはなし会 入場無料

申込不要
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

オカリナグループ
たんぽぽ10周年記念コンサート
日時　６月26日㈰　14:00開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　500円　内容　こころ・笑顔ほか
問 たんぽぽ　庄野（☎42－3022）へ

第７回阿南の夏まつり「ごみゼ
ロ大作戦」ボランティア募集 
阿南の夏まつりでは、美しいまち阿南をめ
ざし、今年度も「ごみゼロ大作戦」を実施
します。ご協力をお願いします。
日時　7月22日㈮～24日㈰　
前半18:30～20:30　後半20:30～22:00
場所　富岡商店街周辺（牛岐城趾公園東口広
場、牛岐城趾公園、松屋理容店横、富岡西郵便局）
申込方法　阿南商工会議所までお電話いた
だくか、ホームページ（http://www.
anancci.or.jp/）をご覧ください。
申込締切日　７月６日㈬
問 阿南商工会議所女性会事務局
　 （☎22－2301）へ

蒲生田海岸ボランティア募集
ＫＩＴＴの会（Ｋ－蒲生田　Ｉ－伊島　Ｔ
－椿泊　Ｔ－椿）と椿町中学校・椿住民の
方たちで蒲生田岬から蒲生田小学校までの
海岸の清掃活動を行います。一緒に清掃活
動をしてくださる方を募集します。
日時　6月12日㈰　9:00～11:00少雨決行
集合場所　蒲生田小学校
準備物　熱射病予防として「帽子」をご用

意ください。
※現地集合、現地解散でお願いします。
問 阿南市ＫＩＴＴ賞賛推進会議　湯城
　 （☎090－2789－1004）へ

「オレンジカフェ富岡・健康まつり」
今回のオレンジカフェ富岡は、健康まつり
とのコラボです！簡易健康チェックをして
いただき、オレンジカフェ富岡でリラック
スしてみませんか！
日時　６月22日㈬　13:30～15:30
場所　富岡公民館２階　大ホール
参加費　100円（お茶またはコーヒー付）
検査項目　身長、体重、血圧、体組織、骨

量計測、血管年齢など
持参物　健康手帳をお持ちの方は持参
問 富岡公民館（☎22－1028）へ

高校生のための英語活動ひろばＡＣＥ
学校で習った文法の知識を総動員して、Ａ
ＬＴたちと英語活動してみませんか。学校の
授業では実践しにくい、さまざまな種類の
アウトプット活動に、みんなで楽しく取り組
んでいます。「英語が通じる喜び」を感じて
ください！一人での参加も大歓迎です。
日時　６月12日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろばＡＣＥ事務局　土井
　 （☎23－5875） （19:00以降）へ

花しょうぶを楽しもう
農村環境保全活動により作付けされた、花
しょうぶ、タチアオイ、パンジー、アジサ
イなどをお楽しみください。
場所　羽ノ浦町中庄上ナカレ18番地1
　　　羽ノ浦環境改善センター近く
期間　６月下旬頃まで
問 那賀川北岸地域広域保全協議会
　 （☎24－8318）へ

放送大学10月生募集
平成28年度第２学期（10月入学）の学生
を募集しています。放送大学は、テレビ、
ラジオ、インターネットを利用して授業を
行う通信制の大学です。心理学・福祉・経
済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分
野を学べます。※資料は無料贈呈
出願期間　９月20日㈫まで
問 放送大学徳島学習センター
　 （☎088－602－0151）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集 
募集訓練科　
●ＣＡＤ機械科（６カ月）
●住環境計画科（６カ月）
訓練期間　８月１日㈪～平成29年１月31

日㈫
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　６月１日㈬～７月４日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

親子のふれあい
ベビーマッサージ教室
赤ちゃんとふれあって楽しくコミュニケー
ションをとりましょう！
日時　６月８日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階
対象　０～２歳までの親子５組
参加費　1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）　※要予約
問 ＲＴＡ指定スクールRomaly 　金光
　 （☎24－8710）へ

歩き遍路にノルディック・ウ
オークでチャレンジ１
日時　６月19日㈰　受付　8:00～　
集合　ＪＲ新野駅前　ルート　ＪＲ新野駅前
～平等寺～大根峠～道の駅①～ロープウェイ～
太龍寺～ロープウェイ②　Ⓢ（いってらっしゃい
コース）ＪＲ新野駅前～平等寺～大根峠入口
参加費　500円、ポール１組貸出300円（マ
イポールある方は持参）、①②バス代500
円、ロープウェイ片道1,300円
持参品　飲み物、手袋、紫外線よけ、薄着
の重ね着、昼ごはん、行動食、雨よけほか
申込方法　電話またはファクスで申込。
問 とくしまノルディック・ウオーク協会
　 （☎088－669－6223、FAX088－642－5003）へ

羽ノ浦少年剣道教室
少年少女剣士募集
体験・見学大歓迎！初めは、剣道の基本稽
古で１時間程度からですので、いつでも見
学にお越しください。女性の指導者もいま
すので、女の子も大歓迎です。お気軽にお
問い合わせください。
対象　年長～小学６年生までの方
練習日　毎週火、金曜日　19:00 ～
練習場所　羽ノ浦中学校　武道館
会費　月2,000円
※稽古着、防具などの貸出があります。
問 羽ノ浦少年剣道教室　加藤
　 （☎090－4971－3239）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　６月11日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

こどものための
おんがくかい
日時　６月11日㈯　14:30～15:10
場所　文化会館　視聴覚室
出演　福井麻衣（ハープ。パリ国立高等音
楽院修士課程ハープ科首席卒業。パリ国際
ハープコンクール優勝ほか）
演奏曲　火の踊（ワトキンズ）、ありのま
まで（「アナと雪の女王」より）ほか
入場料　700円（当日800円）、ペア1300
円（当日1500円）※０～３歳は無料
チケット販売場所　文化会館、黒崎楽器ほか
問 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。８月号の締め切りは６月30日㈭です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

平成28年度
国家公務員採用試験 
採用試験のうち、6月から受け付けする試
験を掲載しています。
高卒程度試験

▼一般職試験（高卒者試験） ▼一般職試験
（社会人試験（係員級）） ▼税務職員
受付期間　
●インターネット　６月20日㈪～29日㈬
●郵送または持参　６月20日㈪～22日㈬
第１次試験日　９月４日㈰
※くわしくは、お問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

徳島県「小４～６年生」の
保護者向け家庭教育セミナー
日時　６月５日㈰　10:30～13:00

（10:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
対象　徳島県の小学校高学年児童の保護者
をはじめ、その他の学年の保護者の方
内容　１部　県教育委員会講演「これから
の学校の授業はどう変わっていくの？」、
２部　家庭教育プロデューサー　酒井勇介
さん講演「親はどうすればいいの？何がで
きるの？」※参加無料。申込み不要。
問 徳島新聞社事業部
　 （☎088－655－7331）へ

まちゼミ参加店募集！
「阿南まちゼミ」説明会開催 
今、全国で商店街をにぎわせている「まち
ゼミ」をご存知ですか。「まちゼミ」は新
しい顧客と出会い、個店の魅力を知っても
らい、喜んでいただく事業です。店舗を営
む店主の皆さん、一度説明会にお越しくだ
さい。
日時　６月２日㈭　18:30～19:30
場所　阿南商工会議所３階　研修室
問 阿南商工会議所　野村
　 （☎22－2301）へ

たんぽぽまつり

日時　６月５日㈰　10:00～14:00
場所　那賀川公民館（旧今津公民館）
内容　利用者手作りの作品展示・即売、各

種模擬店、アトラクション、不要品
バザー

※不要品バザーの品物（古着は除く）があ
りましたら、ご提供ください。
問 たんぽぽ作業所（☎44－6888）へ

「東部自然公園」を歩こう 
日程　６月18日㈯　※小雨決行
集合　9:30　大和の郷駐車場
　　　準備体操等終了後、出発
解散　大和の郷に帰り次第解散
コース　大和の郷～王子山古墳群～東部自
然公園～皇子神社～ケーズデンキ～学原原
建材～大和の郷（約 7キロ）
参加費　100円（小学生以下無料）
持参物　飲み物、雨具、健康保険証など
※歩きやすい服装、すべりにくい靴でご参
加ください。万一の事故には、傷害保険（主
催者加入）の範囲内および応急処置以外の
責任は負いません。
問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

行政書士による無料相談会 
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　６月18日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許
可などの許認可手続き、相続など
問 徳島県行政書士会　徳島南部支部支部
長　花野（☎26－1157）へ

阿南高専公開講座
●レーザでつくってあそぼう、どうぶつし
ょうぎ !!（定員６人）
対象　小学１～４年生（保護者同伴も可）
日時　７月24日㈰　9:00～12:00
場所　阿南高専　実験実習工場
申込期間　６月13日㈪～24日㈮
●作って体験！エネルギーを生み出す先端
材料（定員８人） 
対象　中学生
日時　８月６日㈯　10:00～15:00
場所　阿南高専創造テクノセンター２階
　　　寄附講座教員室
申込期間　６月20日㈪～７月１日㈮
●ザリガニロボットを作って遊ぼう
　（定員10人） 
対象　小学４～６年生（保護者同伴）
日時　８月７日㈰　9:00～12:30
場所　阿南高専管理棟２階　物理実験室
申込期間　６月20日㈪～７月１日㈮
〈共通事項〉
申込方法　申込期間中に、電話で申込。
受講料　無料（傷害保険料が必要）
問 阿南工業高等専門学校総務課
　 企画情報係（☎23－7215）へ
　 ※土、日曜日を除く8:30～17:00

海上自衛隊徳島教育航空群
ふれあいコンサート
日時　６月26日㈰　14:00～（13:00開場）
場所　鳴門市文化会館
出演　海上自衛隊呉音楽隊
入場料　無料（ただし入場整理券が必要）
※入場整理券は鳴門市文化会館、阿南市役
所、自衛隊徳島地方協力本部、海上自衛隊
徳島航空基地正門ほかで配布。
問 海上自衛隊徳島教育航空群司令部
　 広報室（☎088－699－5111）へ

阿南市の認知症専門医による
認知症講演会
認知症は誰もが発症する可能性のある身近
な病気です。認知症講演会に参加して、認
知症についての正しい知識と理解を深めま
せんか。認知症の方にとっても周囲の方に
とってもより生活しやすい阿南市にしてい
きましょう。皆さんお繰り合わせのうえ、
ご参加ください。
日時　７月９日㈯　14:00～15:30
場所　富岡公民館２階　大ホール
演題　「認知症を理解しよう」
講師　ファーストケアチーム（阿南市認知
症初期集中支援チーム）専門医
岩城クリニック　医師　兼田康宏さん
※入場無料
問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ

阿南法人会主催
「前園真聖さん」
講演会

第 4回通常総会を記念して日本代表主将
としてアトランタオリンピック出場の元サ
ッカー選手前園真聖さんによる講演会を開
催します。熊本地震の被災地を支援する募
金にご協力お願いします。
日時　６月14日㈫　15:00～16:30
場所　ロイヤルガーデンホテル（富岡町）
演題　「第二の人生の歩き方」
定員　100人　　入場料　無料
申込締切日　６月７日㈫
問 公益社団法人阿南法人会
　 （☎23－1055）へ

手工芸品チャリティー
マーケット
売り上げの20％をチャリティー募金に寄
付していただきます。出品は本人の手作り
品に限ります。
開催日　８月27日㈯、28日㈰
　　　　12:30～15:30
場所　文化会館　ホワイエ（ロビー）
参加費　1組につき500円
※１組１テーブル（３人がけの会議机）
定員　15組（先着順。定員に達し次第締切）
募集期間　６月１日㈬～７月25日㈪
申込方法　所定の用紙に必要事項を記入の
上、参加費を添えて申込。
〈打ち合わせ会〉
日時　８月６日㈯　10:30～12:00
場所　文化会館１階　ラウンジ
問 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ
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健康いきいき情報

 献血にご協力ください（６月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

18日㈯ ロ ー ソ ン
阿 南 才 見 店 才見町 14:30～16:30

22日㈬

バ イ オ 科 学
株 式 会 社 那賀川町 10:00～11:00

藤 崎 電 機
株 式 会 社 辰巳町 12:30～13:30

国 土 交 通 省
四国地方整備局
那賀川河川事務所

領家町 14:30～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

食生活改善推進員養成講座
の受講生募集

いきいき健
けん

口
こう

フェア
日時　６月５日㈰　10:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　 ▼図画・ポスター・標語の優秀作品

の展示・表彰式 ▼記念品（歯ブラシ
先着300人）

幼児から小・中学生対象

▼歯科健診 ▼人形ペインティング ▼歯のク
リーニング体験 ▼くじ引き ▼保育士ヒー
ローブレイクショウ
全体対象

▼お口の健康相談 ▼ブラッシング指導 ▼フ
ッ素でむし歯予防 ▼歯ブラシソムリエ
成人対象

▼健口チェック（口臭・唾液・血糖値・細
菌数） ▼口腔がん検診（徳島大学口腔外
科専門医による検診　先着40人）
主催　阿南市那賀郡歯科医師会
協力　徳島大学歯学部、徳島県歯科衛生士

会、四国歯科衛生士学院専門学校
問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　６月16日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、健康手帳（無い

方は交付します）

あなたの町で阿波踊り体操を
やってみませんか？
阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは、保健センタ
ーへお問い合わせください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

７月からがん検診が始まります！

■平成27年度阿南市のがん検診の状況
平成27年度の本市のがん検診において、
胃がん３人、乳がん６人、子宮頸がん１人、
大腸がん５人が発見されました。
今年も７月からがん検診が始まります。
６月下旬に対象者の方へがん検診等受診券
（赤いはがき）を送付します。
詳細は来月の広報あなん７月号に掲載され
ます。今年こそはご自身の・家族の健康を
守るため、ぜひがん検診を受けましょう。

女性に優しいがん検診情報
■子宮頸がん・乳がん検診
平成28年度より、検診対象者すべての方
の費用が無料となります。受診の際は健康
保険等被保険者証を持参してください。

■平成28年度から無料でＨＰＶ検査を30
歳35歳40歳の方に実施します。
ＨＰＶ検査無料の該当者には、６月下旬頃
に無料受診券を送付します。

胃がん検診のお知らせ
胃がん検診は、「胃エックス線検査」「胃内
視鏡検査」との選択制を導入する予定で阿
南市医師会と準備を進めておりましたが、
「徳島県の胃がん部会」において本年度か
らの導入を見送るとの方針が示されたこと
から、本市においても本年度からの実施は
困難との結論に至りました。引き続き早期
に実施できるよう、検討してまいりますの
で、ご理解を賜りますようお願い申し上げ
ます。
問 保健センター（☎22－1590）へ

地域における食育活動を推進するボランテ
ィアとして
対象　市内在住で全講座を受講し、終了後

食生活改善推進員（愛称：ヘルスメ
イト）として活動していただける方

内容　食生活改善推進員としての基本講義、
調理実習など

日時　①６月24日㈮　10:00～15:00
　　　②７月  1日㈮　13:00～15:30
　　　③７月  8日㈮　10:00～15:00
　　　④７月15日㈮　10:00～15:00
　　　⑤７月22日㈮　13:00～15:30
場所　 ひまわり会館
募集人数　15人（事前の申し込みが必要
です。）
参加費　無料
申込期限　６月15日㈬
問 保健センター（☎22－1590）へ

まむしにご注意 !!
まむしが活動し始める季節です。山などに
でかけるときは、十分注意しましょう。か
まれたときは一刻も早く医師の診断をうけ
てください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

ダニによる感染症に注意
ダニにかまれると感染症にかかることがあ
ると言われています。徳島県では「日本紅
斑熱」、「つつが虫病」、「重症熱性血小板症
候群（ＳＦＴＳ）」の発生が確認されてい
ます。農作業やレジャー等、野外で活動す
る際には、長袖、長ズボンの着用により肌
の露出を少なくし、防虫剤を使用するなど
充分注意してください。

ダニにかまれたら
できるだけ病院で取り除いてもらいましょ
う。かまれたことに気づかないこともある
ので、野外で活動した数日後に疑わしい症
状（発疹、発熱等）が現れた場合は速やか
に病院を受診してください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

まむし血清配置場所
（５月〜10月まで配置）

配　置　先 所在地 電話番号
馬原医院 新 野 町 36－3339
原田病院 富 岡 町 22－2715
加茂谷診療所 加 茂 町 25－0200
阿南中央病院 宝 田 町 22－1313
阿南共栄病院 羽ノ浦町 44－3131
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６月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  8日㈬　園庭開放
  9日㈭　助産師による育児相談と
    　　　ハンドマッサージ
16日㈭　おはなしのポケット
    　　　発育測定
23日㈭　ハンドメイド
    　　　おしりふきケースを作ろう
    　　　※要予約（15組）・要参加費
30日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  7日㈫　作ってみよう(おもちゃ時計)
  9日㈭　おはなしたんぽぽさんによる
    　　　読み聞かせ 
14日㈫　みんなであそぼう
16日㈭　子育て講座
21日㈫　おはなしだいすき
28日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  7日㈫　ミュージックケア
    　　　※要予約・要参加費
14日㈫　おはなしのポケット
21日㈫　３Ｂ体操
28日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

10日㈮　保健師による身体計測
    　　　（10:00～11:00）
    　　　※母子手帳持参
14日㈫　作って遊ぼう
21日㈫　パネルシアター
28日㈫　お誕生会

◇うたって遊ぼう　
　３日㈮、７日㈫、17日㈮、24日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
日程　  8日㈬　桑野公民館
　　　15日㈬　加茂谷公民館
　　　22日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
３日㈮、７日㈫、10日㈮、14日㈫、
21日㈫、24日㈮、28日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしい
ただけます。ぜひ親子で気軽にお越しくだ
さい。
日時　６月18日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。

問 岩城ク二リック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

（※＝要予約）
  1日㈬　ミュージックケアー乳児※
  3日㈮　高齢者とのふれあい会※
  6日㈪　クリーン作戦　
    　　　（雨天順延７日、８日）
  9日㈭～17日㈮　
    　　　熊本応援フリーマーケット
10日㈮　父の日プレゼント
13日㈪　発育計測・健康相談
20日㈪　発育計測
22日㈬　ミュージックケアー幼児※
23日㈭　歯のおはなし
24日㈮　おはなしコロリン
29日㈬　お誕生会
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00

●ファミリー・サポート・センター会員講習会
安全・安心の子育てのために。知っておこ
う、身に付けよう。
日程　
６月８日㈬　　
10:00～12:00　保育サービスを提供する

ために
13:00～15:00　保育の心
９日㈭
13:00～16:00　安全・事故
場所　阿南市社会福祉会館５階
受講料　無料
申込方法　６月２日㈭までに電話でお申し
込みください。

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550) へ

阿南ファミリー・サポート・センター

わが子の成長を見ていると、顔つきや
背格好、電話越しの声など、自分に似
てきたなとしみじみ思うことがよくあ
ります。時には、わが子の仕草やしゃ
べり口調に「そんなところまで似なく
ても…」とついつい言いたくなるよう
なこともあります。

「けなされて育つと、子どもは、人を
けなすようになる／とげとげした家庭
で育つと、子どもは、乱暴になる／不
安な気持ちで育てると、子どもも不安
になる」とは、アメリカの教育者ドロ
シー ･ ロー ･ ノルト氏の有名な詩「子
は親の鏡」の一節。仕草やしゃべり口
調に限らず、親（子どもの身近にいる
大人）の考え方や言動が子どもの人格
形成に大きな影響を与えていることを、
私たちに気付かせてくれます。
ドロシー・ロー・ノルト氏はこの詩を
次のように結びます。「和気あいあい
とした家庭で育てば、子どもは、この
世の中はいいところだと思えるように
なる」子育てと言えば、子どものこと
をあれこれと世話を焼くことをついつ
い想像しがちですが、まずは、私たち
大人がより良い家庭を築こうと互いを
慈しみ悩みながら努力することが何よ
りの子育てだとあらためて感じます。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
−子は親の鏡−

て ひ ろば育子

25　広報あ な ん 2016.06



　　　

●シリーズ
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さ
い
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あ
る
。
地
下
約
５
か

ら
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
浅
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
。
こ
の
内
陸
型
地
震
を
引
き
起

こ
す
原
因
が
「
活
断
層
」
と
呼
ば
れ
る
断
層
で
あ
る
。

問
題
３　

○
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

プ
レ
ー
ト
内
の
岩
盤
に
は
多
く
の
割
れ
目
が
あ
り
、

通
常
は
強
く
か
み
合
っ
て
い
る
が
、
再
び
壊
れ
て
ず

れ
る
現
象
を
「
断
層
活
動
」
と
い
い
、
数
十
万
年
前

以
降
に
繰
り
返
し
活
動
し
た
形
跡
が
地
形
に
残
り
、

将
来
も
活
動
し
て
地
震
を
発
生
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ

る
断
層
を
活
断
層
と
い
い
、
徳
島
県
に
も
活
断
層
が

存
在
す
る
。

問
題
４　

正
答
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①　

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
と
は
、
旅

客
機
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
乗
客
に

多
く
発
生
し
、
長
時
間
窮
屈
な
場
所
で

特
に
下
肢
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
血
行

が
悪
く
な
る
現
象
で
あ
り
命
に
別
状
は

な
い
。

②　

太
も
も
か
ら
膝
に
か
け
て
の
静
脈
に
血

の
塊
が
生
じ
て
、
一
部
が
血
液
の
流
れ

に
乗
っ
て
肺
の
血
管
を
閉
塞
し
、
呼
吸

不
全
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
。
時
に
は

死
亡
に
至
る
場
合
も
あ
り
、
正
式
名
は

急
性
肺
血
栓
寒
栓
症
と
い
う
。

問
題
５　

正
答
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①　

地
震
に
よ
っ
て
火
災
が
発
生
し
、
家
屋

が
全
焼
し
た
場
合
は
、
火
災
保
険
に

入
っ
て
い
れ
ば
保
障
さ
れ
る
。

② 

地
震
保
険
は
、
地
震
等
に
よ
る
被
災
者

の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
地
震
、
噴
火
、
津
波

に
よ
る
火
災
、
流
失
、
損
壊
、
埋
没
に

よ
る
損
害
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
る
。

契
約
金
額
、
居
住
地
に
よ
っ
て
掛
け
金

が
設
定
さ
れ
、
建
物
で
は
全
損
、
半
壊
、

一
部
損
に
よ
っ
て
契
約
金
額
に
対
す
る

支
払
額
の
割
合
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

【
回
答
・
説
明
】

問
題
１　

正
解
は
○
。
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね
上

が
っ
て
地
震
が
発
生
し
、
跳
ね
上

が
っ
た
プ
レ
ー
ト
が
海
水
を
持
ち
上

げ
る
こ
と
で
津
波
が
発
生
し
ま
す
。

日
本
列
島
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト
が
接

す
る
境
界
に
位
置
し
て
お
り
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
地
震
の
約
２

割
が
日
本
周
辺
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

問
題
２

正
解
は
○
。
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね
上
が

る
時
に
陸
上
の
プ
レ
ー
ト
内
部
で
岩

盤
が
破
壊
さ
れ
断
層
が
帯
状
に
生
じ

て
い
る
場
所
が
あ
り
、
こ
の
断
層
の

ズ
レ
に
よ
り
地
震
が
発
生
し
ま
す
。

過
去
に
断
層
が
動
い
た
形
跡
が
あ
る

岩
盤
層
が
活
断
層
で
す
。
断
層
上
の

地
域
で
は
直
下
型
地
震
と
な
り
、
下

か
ら
突
き
上
げ
る
よ
う
な
縦
揺
れ
が

特
徴
で
す
。

問
題
３

正
解
は
〇
。
大
都
市
周
辺
の
地
下
で

は
調
査
も
困
難
で
あ
り
、
現
時
点
で

は
判
明
し
て
い
な
い
断
層
が
全
国
に

多
く
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
日
本
列
島
で
は
２
０
０
０
以
上

の
活
断
層
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
県

内
で
は
中
央
構
造
線
断
層
帯
等
が
存

在
し
ま
す
。

問
題
４

正
解
は
②
。熊
本
地
震
で
は
、エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
で
入
院
が
必
要
と
さ
れ
た
患
者
数

は
約
50
人
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時

に
車
中
で
の
避
難
生
活
が
原
因
と
な
っ
て

発
病
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
避
難
所

生
活
で
も
運
動
不
足
、
水
分
不
足
に
な
る

と
発
生
し
や
す
く
、
高
齢
者
は
生
命
に
か

か
わ
り
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

問
題
５

正
解
は
②
。
火
災
保
険
で
は
、
地
震
、
津

波
に
よ
る
火
災
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

地
震
に
起
因
す
る
火
災
は
地
震
保
険
で

支
払
わ
れ
る
の
で
、
地
震
保
険
と
セ
ッ
ト

で
の
加
入
が
万
全
で
す
。

　

地
震
保
険
は
、
民
間
保
険
会
社
が
負
う

地
震
保
険
責
任
を
政
府
が
再
保
険
し
、
再

保
険
料
の
受
け
入
れ
、
管
理
、
運
用
の
ほ

か
巨
大
地
震
発
生
の
際
に
は
再
保
険
金
の

支
払
い
を
行
う
た
め
に
地
震
再
保
険
特
別

会
計
に
お
い
て
区
分
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
が
支
払
う
再
保
険
金
の
総
額
は
国
会

の
議
決
を
経
た
金
額
を
超
え
な
い
範
囲
内

の
も
の
で
あ
り
、
平
成
28
年
４
月
現
在
で

は
10
兆
９
９
０
２
億
円
で
民
間
保
険
責
任

額
と
の
合
計
で
は
11
兆
３
０
０
０
億
円
と

の
こ
と
で
す
。
保
険
料
は
木
造
か
非
木
造

か
、
居
住
し
て
い
る
都
道
府
県
の
地
震
発

生
リ
ス
ク
を
基
に
し
て
算
定
さ
れ
、
被
災

す
れ
ば
す
ぐ
に
生
活
難
に
苦
し
み
ま
す
が
、

地
震
保
険
で
当
面
の
生
活
資
金
を
賄
え
れ

ば
苦
境
も
回
避
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課
（
☎
22

−

９
１
９
１
）
へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
5日 岩 城 ク リ ニ ッ ク 学 原 町 ☎23−5600

12日 益 崎 胃 腸 科 内 科 医 院 那賀川町 ☎42−0022
19日 岸 医 院 富 岡 町 ☎23−0272
26日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

６月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設６月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 6・13・20・27日
那賀川スポーツセンター 1・8・15・22・29日
羽ノ浦総合国民体育館 6・13・20・27日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・20・27日
県南部健康運動公園 7・14・21・28日

６月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

１日㈬、15日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

表紙の写真は、こどもの日に行われた「阿南市こども相撲大会」でのようす。豆力士の奮闘に、会場は大盛り上がりでした。さて、家の倉庫に今年もツバメ
がやってきました。青空を気持ちよさそうに飛翔するさまは、爽快です。ツバメは市制40周年を記念し、平成11年に市の鳥に制定されています。（谷内）
花を育てる作業、花を押す作業、作品にする作業。「押し花」は、作品が完成するまでの間にいくつもの楽しみに出会えます。その一部を地域住民と共有す
ることで、自然に人のつながりが生まれているのではないでしょうか。これからも「コスモスフレンズ」の皆さんから笑顔の輪が広がりますように。（林）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

６月の相談

法律相談（要予約） ２日㈭、16日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 14日㈫、28日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 24日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 １日㈬
時 10:00～12:00　所 ひまわり会館１階相談室
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 21日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ７・14・21・28日　時 13:00～17:00
日 10・24日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※７月の相談日は７日です。

人口と世帯数

人口 75,292人 （＋64）
（男）36,431人 （＋34）
（女）38,861人 （＋30）

世帯数30,639世帯（＋86）

※平成28年４月末日現在
　カッコ内は前月対比

６月の市税

■市　県　民　税（第１期、全期）
■国民健康保険税（第１期）
　納期限は、６月30日㈭です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税と固定資産税（全期）の口座振替済通知書は
すでに郵送しています。市県民税（各期）、固定資産税（各
期）、国民健康保険税の口座振替済通知書は28年度最終
納期後に郵送する予定です。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  26日㈰  8:30～17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
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地
域
の
つ
な
が
り
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
が

危
ぶ
ま
れ
る
現
代
社
会
の
中
で
、
押
し
花
を
通

じ
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
活
動
す
る
「
コ
ス
モ
ス
フ
レ
ン

ズ
」
の
皆
さ
ん
。「
長
い
間
継
続
し
て
活
動
に

参
加
で
き
た
の
は
、
花
好
き
で
あ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を

も
て
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
で
す
」
と
グ
ル

ー
プ
内
で
唯
一
の
男
性
会
員
で
あ
る
田
木　

勲

さ
ん
（
77
歳
）
は
話
す
。
コ
ス
モ
ス
フ
レ
ン
ズ

は
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
羽
ノ
浦
町
内
を
中
心
に

押
し
花
の
活
動
を
開
始
し
、
現
在
は
羽
ノ
浦
公

民
館
で
定
期
的
に
活
動
す
る
ほ
か
、
保
育
所
や

幼
稚
園
で
体
験
教
室
、
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
「
母
の
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
作
り
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
会
員
の

う
ち
３
人
が
押
し
花
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

資
格
を
持
っ
て
お
り
、
完
成
し
た
作
品
は
ま
る

で
生
花
の
よ
う
な
色
鮮
や
か
さ
と
美
し
さ
を
保

持
し
た
ま
ま
額
の
中
で
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

　

代
表
の
小
原
邦
子
さ
ん
（
68
歳
）
は
「
最
近

は
押
し
花
の
カ
ル
タ
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
制
作
中
の
カ
ル
タ
を
取
り
出
す
。「
自
分
た

ち
が
育
て
た
花
で
作
っ
た
押
し
花
を
使
っ
て
、

花
だ
け
で
な
く
動
物
や
野
菜
な
ど
を
表
現
す
る

ん
で
す
。
読
み
札
も
自
分
た
ち
で
考
え
て
、
50

種
類
程
度
そ
ろ
っ
た
ら
保
育
所
な
ど
に
贈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
園
児
が
楽
し
み
な
が
ら
花
の

名
前
な
ど
を
覚
え
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
気
持

ち
で
作
っ
て
い
ま
す
」
と
楽
し
そ
う
に
語
る
。

　

過
去
に
も
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
へ
押
し
花

の
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を
送
付
す
る
な
ど
地
域

に
密
接
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
印
象

深
い
の
は
、
平
成
18
年
３
月
に
阿
南
市
と
合
併

す
る
際
に
当
時
の
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
依
頼

さ
れ
制
作
し
た
と
い
う
約
４
０
０
枚
の
押
し
花

を
使
用
し
た
感
謝
状
。
額
の
ガ
ラ
ス
の
静
電
気

に
よ
っ
て
押
し
花
が
動
い
た
り
、
額
内
の
空
気

が
完
全
に
抜
け
て
お
ら
ず
花
が
浮
い
て
き
た
り
す

る
た
め
、
度
々
や
り
直
す
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
。

こ
う
し
た
苦
労
を
重
ね
て
１
枚
ず
つ
真
心
を
込

め
て
作
ら
れ
た
感
謝
状
は
、
羽
ノ
浦
町
の
福
祉

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
。

　

今
年
３
月
で
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
阿
南

市
。
こ
れ
か
ら
も
押
し
花
が
人
の
つ
な
が
り
を

築
く
１
つ
の
架
け
橋
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

※
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

問 

羽
ノ
浦
公
民
館
（
☎
44

－

１
１
２
０
）
へ

■
発
行
／
平
成
28年

（
2016年

）
6月
1日
　【
695号

】
■
編
集
／
阿
南
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@
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阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第119回
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羽ノ浦さくら保育所で押し花カード作り

母の日のプレゼント作りではフラ
ワーアレンジメントも実施

カルタに使用する押し花作り

押し花のカルタと感謝状
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